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令和６年度 

男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査 

結果概要 
 

１ 調査の趣旨 
 

 

 
 

 

 

２ 調査対象・調査方法・回収結果 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

≪概要の見方≫ 

・比率は全て百分比で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。このため、百分比の合計が 

100％にならないことや個々の比率の合計とその少数の数値が一致しないことがある。 

・グラフ中の（ ）内の数値は回答者総数（又は、分類別の該当者数）を示し、回答比率は、これを 100％ 

として算出した。 

・１人の回答者が複数回答で行う設問では、その比率の合計が、100％を上回ることがある。 

・地域別、性、年齢別の分析において、サンプル数の少ない属性の分析については、グラフ上で数値が 

高いものでも有意差がなく、分析で触れていない場合がある。 

 

 

回答者の属性                   

（１）性別                 （２）年齢 

  

①調査地域  千葉県全域  

②調査対象  千葉県在住の満 18 歳以上の個人 

③標本数    2,000 人 

④標本抽出法 住民基本台帳に基づく 

          層化二段無作為抽出法 

⑤調査方法  郵送により調査票・返信用封筒を 

配布し、郵送・オンラインで回収 

⑥調査期間  令和６年 10 月 15 日～11 月 5 日 

⑦回収結果  636 件（31.8％） 

          ・郵送：387 件（60.8％） 

          ・オンライン：249 件（39.2％） 

千葉県における男女共同参画の意識の変化や実態を把握し、今後の県の施策を推進するための基礎 

資料とすることを目的として、県民を対象とした意識調査を実施した。 

また、今回の調査では、社会情勢の変化を踏まえ、選択的夫婦別姓制度や男性の育児休業取得の推進、

地域活動における不平等感、男女共同参画の視点に立った防災対策の推進などの調査項目を新設した。 

 

R1 調査 756 件（37.8％） 
・郵送：679 件（89.8％） 
・オンライン：77 件（10.2％） 
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資料１ 
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１ 男女共同参画全般について 

（１）男女平等意識  

男女平等意識について、「（ア）社会全体で」は『男性が優遇されている（計）』が 69.8％、『平等』が 13.4％、

『女性が優遇されている（計）』が 7.0％となっている。 

また、どの分野においても、『男性が優遇されている（計）』が『女性が優遇されている（計）』を上回っている。 

各分野の男女平等意識をみると、『平等』は、『(エ)学校教育の場で』が 51.1％と最も高く、以下『(ク)地域

活動の場で(自治会・PTA・ボランティア等)』が 38.1％、『(イ)家庭のなかで』が 35.8％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝756 

(n=636)

(ア)社会全体で
69.8

(71.8)
13.4

(13.6)
7.0

(5.8)

(イ)家庭のなかで
46.9

(45.4)
35.8

(40.2)
9.4

(8.9)

(ウ)職場のなかで
57.0

(61.8)
24.1

(19.7)
6.4

(6.3)

(エ)学校教育の場で
20.4

(22.0)
51.1

(51.5)
4.4

(3.4)

(オ)政治の場で
83.5

(76.2)
7.2

(11.8)
1.3

(1.6)

(カ)法律や制度の上で
48.3

(41.9)
29.2

(37.6)
9.1

(6.3)

(キ)社会通念・慣習で
　　(風潮・しきたり等)

80.5
(76.6)

9.0
(13.6)

3.0
(2.1)

(ク)地域活動の場で
　　(自治会・PTA・
　　 ボランティア等)

37.3
(33.1)

38.1
(43.4)

7.4
(8.2)

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

（

計
）

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

（

計
）

平
　
　
等

12.6 

7.9 

12.7 

3.1 

43.1 

13.7 

27.7 

5.7 

57.2 

39.0 

44.3 

17.3 

40.4 

34.6 

52.8 

31.6 

13.4 

35.8 

24.1 

51.1 

7.2 

29.2 

9.0 

38.1 

6.4 

7.4 

5.5 

3.9 

0.8 

6.9 

2.4 

6.3 

0.6 

2.0 

0.9 

0.5 

0.5 

2.2 

0.6 

1.1 

6.4 

5.5 

9.7 

21.1 

6.0 

11.3 

6.0 

15.4 

3.3 

2.4 

2.7 

3.0 

2.0 

2.0 

1.6 

1.9 

男
性
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

(%)

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

男性が優遇されて

いる（計）

女性が優遇されて

いる（計）
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（２）法令等の認知度                     ※複数回答：いくつでも 

法令や言葉の認知度の割合が高い

のは、「ＤＶ」、「男女雇用機会均等法」、

「ジェンダー（社会的文化的につくら

れた性別）」、配偶者からの暴力の防止

及び被害者の保護等に関する法律 

（ＤＶ防止法）」で8割を超えている。 

 

 

 

  

注）（ ）の数字は令和元年度の同様の項目による調査結果 ｎ＝756 

（n=636）

ＤＶ

男女雇用機会均等法

ジェンダー

（社会的文化的につくられた性別）

配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護等に関する法律（ＤＶ防止法）

ＬＧＢＴＱ（性的マイノリティ）

性的同意

刑法の性犯罪規定の改正

（不同意性交等罪、不同意わいせつ罪等）

ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

男女共同参画社会基本法

ＪＫビジネス

性的指向及びジェンダーアイデンティティ

の多様性に関する国民の理解の増進に

関する法律（理解増進法）

女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律（女性活躍推進法）

デートＤＶ

女子差別撤廃条約

政治分野における男女共同参画の推進に

関する法律（候補者男女均等法）

困難な問題を抱える女性への支援に関する

法律（女性支援新法）

千葉県多様性が尊重され誰もが活躍できる

社会の形成の推進に関する条例

（多様性尊重条例）

ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）

見たり聞いたりしたものはない

無回答

89.9 (85.4)

88.7 (83.5)

83.0 (58.1)

82.4 (80.7)

77.8 (62.7)

69.2

66.8

52.2 (44.4)

51.6 (51.6)

45.4 (44.8)

42.1

37.6 (42.5)

36.8 (28.3)

23.0 (27.2)

21.7 (27.9)

16.2

10.2

10.2 (11.4)

0.3 (1.6)

1.7 (3.4)

0 20 40 60 80 100 （%）

注）（ ）の数字があるものは令和元年度調査結果 ｎ＝756 
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(n=636) 12.9 37.3 36.9 12.9

現
在
の
制
度
で
あ
る

夫
婦
同
姓
制
度
を
維

持
し
た
方
が
よ
い

現
在
の
制
度
で
あ
る
夫

婦
同
姓
制
度
を
維
持
し

た
上
で
、
旧
姓
の
通
称

使
用
に
つ
い
て
の
法
制

度
を
設
け
た
方
が
よ
い

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

を
導
入
し
た
方
が
よ
い

無
回
答

(%)

２ 家庭について 

（１）結婚についての考え  

結婚についての考えで、『そう思う（計）』は「(イ)結婚する、しないは、個人の自由である」が93.0％

で最も高く、前回調査より7.2ポイント上昇している。以下「(ア)女性も男性も結婚した方がよい」が

57.4％、「(オ)結婚したら子どもを持つ方がよい」が55.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）選択的夫婦別姓制度についての考え[新規] 

選択的夫婦別姓制度についての 

考えでは、「現在の制度である夫婦 

同姓制度を維持した上で、旧姓の通称

使用についての法制度を設けた方が

よい」が37.3％、「選択的夫婦別姓制度

を導入した方がよい」が36.9％で、 

それぞれ約4割となっている。 

(n=636)

(ア)女性も男性も結婚した方が

　　よい

57.4

(69.2)

18.1

(12.7)

(イ)結婚する、しないは、個人の

　　自由である

93.0

(85.8)

3.8

(9.0)

(ウ)結婚は個人の自由を束縛する

　　ものだから、一生結婚しない

　　方がよい

3.1

(3.8)

79.4

(81.2)

(エ)結婚と性的関係は別である
40.4

(33.2)

40.9

(46.0)

(オ)結婚したら子どもを持つ方が

　　よい

55.0

(67.7)

14.6

(11.1)

(カ)子どもを産み育てるのに、

　　戸籍の上で結婚しているか

　　どうかは関係ない

39.0

(26.8)

43.7

(60.4)

(キ)結婚した以上離婚すべきでは

　　ない

19.4

(25.1)

61.8

(54.1)

(ク)子どもができたら結婚すれば

　　いい

29.1

(34.0)

40.4

(40.6)

(ケ)結婚している、していないに

　　かかわらず、女性が自立して

　　生きやすい社会になっている

22.7 64.3

そ

う

思

わ

な

い

（

計

）

そ

う

思

う

（

計

）

19.0 

73.0 

0.6 

20.0 

18.2 

19.2 

4.6 

7.4 

4.6 

38.4 

20.0 

2.5 

20.4 

36.8 

19.8 

14.8 

21.7 

18.1 

5.0 

2.7 

14.6 

18.1 

4.7 

18.1 

12.7 

14.6 

25.0 

13.1 

1.1 

64.8 

22.8 

9.9 

25.6 

49.1 

25.8 

39.3 

23.4 

2.2 

16.2 

17.3 

28.9 

16.0 

17.0 

29.4 

11.9 

1.1 

1.1 

1.3 

1.4 

1.4 

1.3 

1.9 

1.1 

1.1 

そ
う
思
う

(%)

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

無
回
答

そう思う（計） そう思わない（計）

注）（ ）の数字があるものは令和元年度調査結果 ｎ＝756 
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(n=412)

(ア)食事の支度・
　　あとかたづけ

(イ)掃除・洗濯

(ウ)食料品・日用品等の
　買物

(エ)対外的な対応
　(町内会などのご近所
　づきあい、親戚づきあい
　など)

3.6 

4.1 

6.6 

20.9 

72.3 

69.9 

58.7 

32.8 

22.1 

24.0 

32.3 

42.2 

0.5 

0.0 

0.5 

1.7 

1.5 

1.9 

1.9 

2.4 

主
に
夫
が
行
う

(%)

主
に
妻
が
行
う

夫
婦
と
も
同
じ

く
ら
い
行
う

主
に
そ
の
他
の
人
が

行
う
（
祖
父
母
等
）

無
回
答

(1.8) (77.0) (17.2)
(1.1)

(2.6) (76.6) (16.8)
(0.9)

(4.2) (61.1) (29.2)
(1.1)

(2.9)

(3.1)

(4.4)

(n=412)

(オ)子ども(乳児・幼児
　含む)の世話
　　※現在、または過去に

(カ)子どもの学校行事等
　への参加
　　※現在、または過去に

(キ)子どもの送りとどけ
　　※現在、または過去に

(ク)子どものお迎え
　　※現在、または過去に

(ケ)高齢者の世話(介護)
　　※現在、または過去に

0.0 

2.4 

3.9 

3.6 

3.2 

61.7 

60.2 

61.9 

62.4 

23.1 

19.4 

19.2 

14.3 

13.1 

20.1 

0.5 

0.0 

1.5 

2.2 

4.6 

2.9 

2.9 

3.4 

3.4 

46.4 

15.5 

15.3 

15.0 

15.3 

2.7 

主
に
夫
が
行
う

(%)

主
に
妻
が
行
う

夫
婦
と
も
同
じ

く
ら
い
行
う

主
に
そ
の
他
の
人
が

行
う
（
祖
父
母
等
）

無
回
答

(0.0)
(75.4) (10.0)

(0.2)(10.6)

(1.8) (65.9) (18.2)
(0.0) (10.8)

(2.7)
(30.5) (19.5)

(3.1)
(38.5)

子
ど
も
や
介
護
の
必
要

な
高
齢
者
は
い
な
い

(3.8)

(3.3)

(5.7)

（３）家事等の役割分担（現在の仕事の分担）  

家庭における家事等の現在の仕事

分担については、依然として「主に妻

が行う」傾向がみられる。 

「主に夫が行う」は『(エ)対外的な

対応(町内会などのご近所づきあい、

親戚づきあいなど)』が20.9％で最も

高くなっている。 

「主に妻が行う」は 『(ア)食事の 

支度・あとかたづけ』が72.3％で最も 

高く、以下『(イ)掃除・洗濯』（69.9％）、

『(ク)子どものお迎え』（62.4％）が 

続いている。 

「夫婦とも同じくらい行う」は

『(エ)対外的な対応(町内会などの 

ご近所づきあい、親戚づきあいなど)』

が42.2％で最も高く、以下『(ウ)食料

品・日用品等の買物』（32.3％）、『(イ)

掃除・洗濯』（24.0％）が続いている。 

  

注）（ ）の数字があるものは令和元年度調査結果 ｎ＝548 
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（n=636）

レイプ（不同意性交等）などの性暴力

痴漢等のわいせつな行為

配偶者又は恋人からの暴力

つきまといなどのストーカー行為

職場等におけるハラスメント

夫婦生活における一方的セックスの強要

ＬＧＢＴＱへの偏見と無理解

売春・買春・援助交際

女性の体の一部などを、内容と無関係に

使用した広告

その他

無回答

92.5 (86.1)

88.2 (77.2)

84.6 (75.8)

83.5 (73.0)

83.2 (79.0)

73.4 (60.3)

65.6 (53.8)

59.9 (50.9)

53.9 (40.9)

5.5 (2.8)

2.4 (3.0)

0 20 40 60 80 100 （%）

(n=636)

(ア)男の子は男の子らしく、
　　女の子は女の子らしく
　　育てる方がよい

42.9
(55.8)

46.5
(33.9)

(イ)性別にとらわれず、男の子も
    女の子も炊事・掃除・洗濯など
　　生活に必要な技術を身につける
    ことが必要である

95.9
(90.4)

2.9
(5.1)

(ウ)理系は、男性の方が向いている
19.4

(23.2)
67.5

(59.4)

そ
う
思
う
（

計
）

そ
う
思
わ
な
い
（

計
）

10.4 

71.4 

2.7 

32.5 

24.5 

16.7 

16.5 

2.0 

14.0 

30.0 

0.9 

53.5 

9.7 

0.8 

12.7 

0.8 

0.3 

0.5 

そ
う
思
う

(%)

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そう思う（計） そう思わない（計）

(18.4) (37.4) (14.2) (19.7)

(58.1) (32.3) (3.2)
(1.9)

(5.7) (17.5) (13.9) (45.5)

３ 学校や家庭における子どもの教育について 

（１）子どもの教育における男女平等意識 

『(ア)男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい』は、「そう思わない（計）」

（46.5％）が「そう思う（計）」（42.9％）より多くなっており、前回と比較して、大きく変化している。   

『(イ)性別にとらわれず、男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につけるこ

とが必要である』は、「そう思う（計）」が前回と同様に9割を超えている。 

『(ウ)理系は、男性の方が向いている』は「そう思わない（計）」が6割を超えている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人権について 

（１）人権が侵害されていると感じること           ※複数回答：いくつでも 

人権侵害としての認知割合が高い

項目は「レイプ」、「痴漢等のわいせつ

な行為」、「配偶者又は恋人からの  

暴力」、「付きまといなどのストーカー

行為」、「職場等におけるハラスメント」

で、いずれも8割を超えている。 

 

  

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝756 
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注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 

（ア）～（エ）相談有無ｎ＝191  

（ア）身体的暴行ｎ＝105  

（イ）心理的攻撃ｎ＝108  

（ウ）性的強要ｎ＝60  

（エ）経済的圧迫ｎ＝60 

ｎ

(ア)～(エ)
相談有無

（167）
73.7

(70.7)

(ア)身体的暴行 （91）
79.1

(81.0)

(イ)心理的攻撃 （112）
69.7

(67.6)

(ウ)性的強要 （66）
92.4

(88.3)

(エ)経済的圧迫 （50）
74.0

(56.7)

相
談
し
な
か
っ

た

（

計
）

19.8 

16.5 

25.0 

1.5 

22.0 

23.4 

28.6 

27.7 

43.9 

24.0 

50.3 

50.5 

42.0 

48.5 

50.0 

6.6 

4.4 

5.4 

6.1 

4.0 

相
談
し
た

(%)

相
談
で
き

な
か
っ
た

相
談
し
よ
う
と

思
わ
な
か
っ
た

無
回
答

『相談しなかった』

(24.6)

(14.3)

(28.7)

(8.3)

(40.0)

(17.3) (53.4)

(22.9) (58.1)

(22.2) (45.4)

(40.0) (48.3)

(26.7) (30.0)

(n=489)

(ア)～(エ)
　配偶者等からの

　被害経験

34.2
(31.6)

(ア)身体的暴行
18.6

(17.4)

(イ)心理的攻撃
22.9

(17.8)

(ウ)性的強要
13.5

(10.0)

(エ)経済的圧迫
10.2
(9.9)

経
験
が
あ
る
（

計
）

13.3 

4.9 

9.6 

4.7 

4.1 

20.9 

13.7 

13.3 

8.8 

6.1 

65.0 

80.4 

75.7 

84.0 

87.9 

0.8 

1.0 

1.4 

2.5 

1.8 

何
度
も
あ
っ
た

(%)

ま
っ
た
く
な
い

１
、
２
度
あ
っ
た

『経験がある』

無
回
答

(67.4)

(80.8)

(78.8)

(86.6)

(86.8)

(18.9)(12.7)

(13.4)(4.0)

(9.9)(7.9)

(6.5)
(3.5)

(4.6)
(5.3)

５ ＤＶについて 

（１）ＤＶの被害経験   

『(ア)～(エ)配偶者等からの被害

経験の有無』で『経験がある』と答え

た割合は34.2％で、前回調査と比較し

て2.6ポイント上昇している。 

種類別にみると、「(イ)心理的攻撃」

を受けた経験があると答えた割合が

22.9％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＤＶ被害の相談状況  

ＤＶ被害の相談状況について  

聞いたところ、「相談した」は約２割と

なっている一方、『相談しなかった』は

７割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）身体的暴行：なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなど 

（イ）心理的攻撃：人格を否定するような暴言、交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視したり、長期間無

視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるの

ではないかと恐怖を感じるような脅迫など 

（ウ）性的強要 ：いやがっているのに、性的な行為を強要される、見たくないのにポルノ映像等を見せられる、避妊

に協力しないなど 

（エ）経済的圧迫：生活費を渡されない、貯金を勝手に使われる、外で働くことを妨害されるなど 

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝604 
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（n=33）

友人・知人

家族・親戚

弁護士

医師・カウンセラー

民間の相談機関（民間シェルター・

カウンセリング機関等）

市町村の相談窓口・電話相談など

警察

配偶者暴力相談支援センター

インターネットの掲示板やＳＮＳなど

法務局・地方法務局・人権擁護委員

その他

無回答

72.7 (59.6)

60.6 (74.5)

18.2 (8.5)

15.2 (12.8)

15.2 (4.3)

12.1 (8.5)

12.1 (4.3)

6.1 (4.3)

6.1 (2.1)

0.0 (0.0)

3.0 (0.0)

6.1

0 20 40 60 80 （%）

(n=636)

5.5

47.3 45.0

2.2

賛
成

(%)

反
対

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

無
回
答

(9.3)
(41.4) (48.1)

(1.2)

（３）ＤＶ被害の相談先                  （複数回答：いくつでも） 

ＤＶ被害の相談先で多いのは、 

「友人・知人」「家族・親戚」で6割を

超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

（１）男女の役割分担意識  

「男は仕事、女は家庭」の考え方に

ついて聞いたところ、「賛成」が5.5％、

「反対」が47.3％、「どちらともいえな

い」が45.0％となっている。 

前回調査と比較すると、「賛成」は

3.8ポイント減少、「反対」は5.9ポイン

ト上昇している。 

 

 

  

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝756 

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝47 



- 9 - 

 

81.0 9.9(n=636)

そ
う
思
わ
な
い
（

計
）

そ
う
思
う
（

計
）

44.5 36.5 6.9

3.0

6.6

2.5

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

(%)

そう思う（計） そう思わない（計）

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（２）有給休暇、育児・介護休業の取りやすさ 

 「有給休暇」「育児休業」「介護休業」ともに、男性社員・男性職員よりも女性社員・女性職員の方が『取り  

やすい』という回答の割合が高くなっており、「育児休業」では24.9ポイント、「介護休業」では16.4ポイント、

「有給休暇」では9.2ポイント、女性のほうが上回っている。 

 前回調査と比較すると、『取りやすい（計）』は、いずれの項目においても上昇しており、『取りにくい（計）』も、

いずれの項目においても減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）男性の育児休業の取得の推進についての考え[新規] 

男性の育児休業取得を推進した 

ほうがよいと思うか聞いたところ、

『そう思う（計）』（81.0％）が『そう

思わない（計）』（9.9％）を大きく  

上回っている。 

 

 

 

 

(n=361)

　　(ア)有給休暇
54.0

(44.2)
21.6

(23.6)

　　(イ)育児休業
35.2

(20.8)
28.5

(34.1)

　　(ウ)介護休業
31.6

(21.1)
29.4

(30.8)

　　(ア)有給休暇
63.2

(51.2)
15.8

(16.8)

　　(イ)育児休業
60.1

(43.4)
12.8

(15.8)

　　(ウ)介護休業
48.0

(30.8)
18.3

(20.6)

取
り
や
す
い
（

計
）

取
り
に
く
い
（

計
）

34.1 

15.5 

12.5 

39.1 

38.2 

23.3 

19.9 

19.7 

19.1 

24.1 

21.9 

24.7 

11.1 

10.8 

12.5 

6.9 

5.0 

8.3 

10.5 

17.7 

16.9 

8.9 

7.8 

10.0 

8.6 

20.5 

23.3 

6.4 

12.2 

19.1 

15.8 

15.8 

15.8 

14.7 

15.0 

14.7 

取
り
や
す
い

(%)

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

取
り
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

取
り
に
く
い

取
り
に
く
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

取りやすい（計） 取りにくい（計）

女性社員・女性職員

男性社員・男性職員

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝756 
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（n=63）

同僚への負担が増えるから

かえって女性の家事・育児の負担が

増えるから

収入が減少するから

男性は働くべきだから

育児休業を取得することによって

昇進・昇給に影響するから

代替社員（職員）の確保が困難だから

その他

無回答

47.6

44.4

44.4

41.3

23.8

20.6

12.7

1.6

0 20 40 60（%）

（n=515）

子育ては夫婦で行うものだから

女性の子育てに対する負担が軽くなるから

子どもと接する時間が増えることで、

父親としての自覚を持ちやすくなるから

育児休業を取りやすい雰囲気ができるから

出産・子育てに伴う女性の離職防止に

つながるから

子どもと接する時間が増えることで、父親

が育児の楽しさを知ることができるから

その他

無回答

76.9

66.4

48.2

26.2

25.2

22.9

1.7

0.2

0 20 40 60 80 100（%）

 

（４）推進したほうがよいと思う理由[新規]         ※複数回答：３つまで 

推進したほうがよいと思う理由で

は、「子育ては夫婦で行うものだから」

が76.9％で最も高く、以下「女性の子

育てに対する負担が軽くなるから」

（66.4％）、「子どもと接する時間が 

増えることで、父親としての自覚を 

持ちやすくなるから」（48.2％）が  

続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）推進しないほうがよいと思う理由[新規]          ※複数回答：３つまで 

推進しないほうがよいと思う理由

は、「同僚への負担が増えるから」が

47.6％で最も高く、以下「かえって 

女性の家事・育児の負担が増えるから」

（44.4％）、「収入が減少するから」

（44.4％）、「男性は働くべきだから」

（41.3％）が続いている。 
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（６）仕事と家庭生活の両立のために必要と思う環境整備     ※複数回答：３つまで 

仕事と家庭生活の両立のために 

必要と思う環境整備は、「男女が共に、

家事・育児・介護の家庭的責任を負う

という意識改革」が54.7％で最も高く、

以下「管理職の意識、代替要員の確保

など、制度を利用しやすい職場環境を

整備すること」（32.1％）、「育児・介護

休業中の賃金や手当などの経済的 

支援を充実すること」（30.3％）、「男女

が共に仕事と家庭を両立していくこ

とに対する、職場・家族など周囲の 

理解があること」（27.5％）が続いて 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n=636）

男女が共に、家事・育児・介護の家庭的

責任を負うという意識改革

管理職の意識、代替要員の確保など、制度

を利用しやすい職場環境を整備すること

育児・介護休業中の賃金や手当などの

経済的支援を充実すること

男女が共に仕事と家庭を両立していくこと

に対する、職場・家族など周囲の理解が

あること

在宅勤務やフレックスタイム制度など、

柔軟な勤務制度

地域や職場内の保育所、学童保育の整備、

保育時間の延長など保育内容を充実する

こと

家事・育児・介護の支援サービスの充実

家事・育児・介護に対する社会通念の変化

育児・介護休業を取得できる期間を延ばす

など、制度を充実させること

パートタイマーなど非正規職員の労働条件

を改善すること

育児や介護による仕事への制約を理由と

した昇進などへの不利益な取扱いの禁止

残業を減らすなど、年間労働時間を短縮

すること

ライフスタイルに対する女性の意識改革

その他

特に必要なことはない

無回答

54.7 (45.2)

32.1 (30.2)

30.3 (31.6)

27.5 (37.7)

25.9 (25.8)

23.4 (32.7)

16.8 (6.1)

16.7 (9.3)

16.5 (20.8)

13.8 (16.3)

10.4 (9.8)

9.9 (14.8)

4.2 (2.4)

2.4 (0.4)

0.9

1.9 (3.0)

0 20 40 60 （%）

注）（ ）の数字があるものは令和元年度調査結果 ｎ＝756 
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(n=636)
82.7

(82.8)
6.8

(6.7)

そ
う
思
う
（

計
）

そ
う
思
わ
な
い
（

計
）

43.4 39.3 5.2 

1.6 

8.5 2.0 

そ
う
思
う

(%)

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そう思う（計） そう思わない（計）

(41.1) (41.7) (5.2)
(1.5)

（７）男性が家事等に参加するために必要な環境整備      ※複数回答：３つまで 

男性が家事等に参加するために 

必要な環境整備は、「男性が家事・  

育児・介護に参加することに対する 

男性自身の抵抗感をなくすこと」が

56.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 女性活躍の推進について 

（１）女性の活躍についての考え 

女性の活躍を推進したほうがよい

と思うか聞いたところ、『そう思う

（計）』（82.7％）が『そう思わない（計）』

（6.8％）を大きく上回っている。 

 

 

 

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝756 

（n=636）

男性が家事・育児・介護に参加すること
に対する男性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションを
よく図ること

労働時間短縮や休暇制度を普及すること
で、仕事以外の時間をより多く持てる
ようにすること

社会の中で、男性による家事・育児・
介護、地域活動についても、その評価を
高めること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担
等についての当事者の考え方を尊重する
こと

男性が地域活動や家事・育児・介護に
関心を高めるよう啓発や情報提供を行う
こと

男性が地域活動や家事・育児・介護を
行うための、仲間（ネットワーク）作り
をすすめること

男性が家事・育児・介護に参加すること
に対する女性の抵抗感をなくすこと

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題
について、男性が相談しやすい窓口を
設けること

国や地方自治体などの研修等により、
男性の家事や子育て、介護等の技能を
高めること

その他

特に必要なことはない

無回答

56.4 (58.1)

43.6 (61.4)

41.4 (48.5)

35.7 (31.9)

24.8 (34.8)

18.7 (29.5)

13.5 (18.7)

10.7 (16.3)

9.6 (18.3)

8.6 (18.9)

2.7 (1.1)

1.6 (3.3)

1.7 (3.0)

0 20 40 60 （%）

注）（ ）の数字は令和元年度調査結果 ｎ＝756 
注）令和元年度は「複数回答：いくつでも」で実施 
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（n=636）

女性と男性が災害から受ける影響やニーズ

の違いなど、平時から男女共同参画の視点

に立った防災対策の必要性の理解を深める

必要がある

災害時の避難所運営に、女性と男性の双方

が参加する取組が必要である

学校等における防災教育で、男女共同参画

の視点に立った防災の必要性を学ぶ授業を

取り入れる

平時から女性の視点に配慮した防災訓練を

実施する必要がある

女性の意見が反映されやすくなるよう、

自治会役員や自主防災組織、消防団への

女性参加を促進する必要がある

災害対策コーディネーターや防災士など、

地域の防災リーダーへの女性の参加を促進

する必要がある

災害対応の現場への女性参画を促進する

必要がある

その他

無回答

57.9

54.1

30.7

28.8

25.5

22.8

10.4

2.0

4.4

0 20 40 60 80（%）

(n=636) 11.2 26.4 61.0

1.4

十
分
に
さ
れ
て
い
る

と
思
う

十
分
に
さ
れ
て
い
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

(%)

無
回
答

８ 防災対策について 

（１）男女共同参画の視点に立った取組の充足度[新規] 

男女共同参画の視点に立った取組

の充足度について、「十分にされてい

ると思う」は11.2％、「十分にされてい

るとは思わない」は26.4％、「わからな

い」は61.0％となっている。 

 

 

 

 

 

（２）男女共同参画の視点に立った防災対策の推進に必要なこと[新規]  

※複数回答：３つまで 

男女共同参画の視点に立った防災

対策の推進に必要なことで割合が高

いのは、「女性と男性が災害から受け

る影響やニーズの違いなど、平時から

男女共同参画の視点に立った防災対

策の必要性の理解を深める必要があ

る」（57.9％）、「災害時の避難所運営に、

女性と男性の双方が参加する取組が

必要である」（54.1％）で、5割を超え

ている。 

 

 

 

 





1 

 

男女共同参画社会の実現に向けての 

県 民 意 識 調 査 
                               令和６年度 

 

宛名のご本人様がお答えください。（代筆による回答も可能です。） 

 

回答方法は「郵送」または「インターネット」のいずれかをお選びいただけます。 

令和６年１１月５日（火）までにご回答をお願いします。 

※郵送・インターネット共通 

 郵送でお答えいただく場合  

■ この調査票に直接、黒か青のボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

■ 調査票はご記入後、三つ折りにして同封の返信用封筒に入れて、郵便ポストに

ご投函ください。返信用封筒へのお名前やご住所のご記入、切手は不要です。 

 インターネットでお答えいただく場合  

■ ご回答には、右下に貼られた「利用者ＩＤ」「パスワード」が必要になります。    

■ 「利用者ＩＤ」等は、ランダムに調査票へ貼っており、個人は特定されません。 

■ インターネットでお答えいただいた方は、この調査票を返送する必要はありません。 

■ 詳細な手順は、別添の「インターネット回答操作案内」をご覧ください。 

■ スマートフォンで、右下の２次元コードを読み取ると回答ページに移動します。 
 

 

ご回答に当たってご不明な点等がございましたら、お手数ですが下記までお問い合わせください。 

 

            

 

 

 

 

 

  

【調査の趣旨・内容について】 
千葉県 総合企画部多様性社会推進課 男女共同参画室 

〒２６０－８６６７ 

千葉市中央区市場町１番１号 

電 話  ０４３－２２３－２３７２（平日 9：00～17：00） 

折り目 折り目 

ご回答にあたってのお願い 

 

【調査票の記入方法・締切等について】 

株式会社マーケティング・リサーチ・サービス 

〒１７０－０００５ 

 東京都豊島区南大塚２－４５－８ 

 ニッセイ大塚駅前ビル 

電 話  ０３－６６９０－００８６ 

（平日 10：00～18：00） 

折り目 折り目 
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 １ 男女共同参画全般についておたずねします。 

 
 
 
 
 
  

 

 

※ すべての方に 

問１．あなたは、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。次の（ア）～（ク）

のそれぞれについてあなたの考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

  

 

 

 

           

男
性
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

 
 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

 
 

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

（ア）社会全体で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

（イ）家庭のなかで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）職場のなかで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）学校教育の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（オ）政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（カ）法律や制度の上で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（キ）社会通念・慣習で 

(風潮・しきたり等)  
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ク）地域活動の場で 

(自治会・PTA・ボランティア等) 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

◎ 「男女共同参画社会」とは、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社

会のあらゆる分野における活動に参画する（政策や企画、方針決定等の場に加わる）機会

が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受すること

ができ、かつ、共に責任を担うべき社会」のことです。（男女共同参画社会基本法より抜粋） 
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※ すべての方に  

問２．男女共同参画に関連する法令等の認知度を把握するため、次の言葉のうち、あなたが見た

り聞いたりしたことがある番号すべてに○をつけてください。 

   なお、参考として別途「用語解説」を添付しています。 

 

 

  

１ 男女共同参画社会基本法 

２ 性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関す

る法律（理解増進法） 

３ 千葉県多様性が尊重され誰もが活躍できる社会の形成の推進に関する条例（多様性  

尊重条例） 

４ 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法） 

５ 刑法の性犯罪規定の改正（不同意性交等罪、不同意わいせつ罪 等） 

６ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法） 

７ 政治分野における男女共同参画の推進に関する法律（候補者男女均等法） 

８ 困難な問題を抱える女性への支援に関する法律（女性支援新法） 

９ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

10 男女雇用機会均等法 

11 女子差別撤廃条約 

12 ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 

13 ジェンダー（社会的文化的につくられた性別） 

14 ＬＧＢＴＱ（性的マイノリティ） 

15 ＤＶ 

16 デートＤＶ 

17 ＪＫビジネス 

18 性的同意 

19  見たり聞いたりしたものはない 

◎ 「５ 刑法の性犯罪規定の改正」について、令和５年７月、性犯罪の被害の実態を踏まえ

て、「不同意性交等罪」、「不同意わいせつ罪」への改正など、性犯罪の規定の見直しが行われ

ました。 

◎ 「18 性的同意」とは、性的な行為に対して、お互いの気持ちをしっかり確認しあうこと

です。断れない状態や立場を利用しての行為は、同意があったとは言えず、また、相手が配

偶者や交際相手であっても同じように同意が必要となります。（政府広報オンライン） 
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２ 家庭についておたずねします。 

※ すべての方に 

問３．あなたは、結婚に関する次の（ア）～（ケ）について、それぞれどう思いますか。 

あなたの考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

※ すべての方に 

問４．現在の制度である夫婦同姓制度(＊1)を維持すること、選択的夫婦別姓制度(＊2)を導入

すること及び旧姓の通称使用についての法制度(＊3)を設けることについて、あなたの 

考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

(＊1)夫婦は必ず同じ名字・姓を名乗らなければならない制度 

(＊2)夫婦は、同じ名字・姓を名乗るか、それぞれ婚姻前の名字・姓を名乗るかを選択  

できるようにする制度 

(＊3)婚姻で名字・姓を変えた人は、旧姓を通称として、幅広く使うことができるように

する法制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
う 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

（ア）女性も男性も結婚した方がよい １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）結婚する、しないは、個人の自由であ
る 

１ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）結婚は個人の自由を束縛するもの 
だから、一生結婚しない方がよい １ ２ ３ ４ ５ 

（エ）結婚と性的関係は別である １ ２ ３ ４ ５ 

（オ）結婚したら子どもを持つ方がよい １ ２ ３ ４ ５ 

（カ）子どもを産み育てるのに、戸籍の上で
結婚しているかどうかは関係ない １ ２ ３ ４ ５ 

（キ）結婚した以上離婚すべきではない １ ２ ３ ４ ５ 

（ク）子どもができたら結婚すればいい １ ２ ３ ４ ５ 

（ケ）結婚している、していないにかかわら
ず、女性が自立して生きやすい社会に
なっている 

１ ２ ３ ４ ５ 

１ 現在の制度である夫婦同姓制度を維持した方がよい 

２ 現在の制度である夫婦同姓制度を維持した上で、旧姓の通称使用についての法制度を 

設けた方がよい 

３ 選択的夫婦別姓制度を導入した方がよい 

◎  改姓による生活上の支障等から、選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見があります。 
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※ 現在結婚（事実婚を含む）している方のみお答えください。   

問５．あなたのご家庭では現在、家事・育児・介護の日常的な仕事は、主にどなたがしていま

すか。また、あなたはどのような仕事の分担が理想的だと考えますか。（ア）～（ツ）それ

ぞれについて、あなたの考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

 

 
 

主
に
夫
が
行
う 

主
に
妻
が
行
う 

夫
婦
と
も 

同
じ
く
ら
い
行
う 

主
に
そ
の
他
の
人
が
行
う

(

祖
父
母
等) 

子
ど
も
や
介
護
の
必
要
な

高
齢
者
は
い
な
い 

現
在
の
仕
事
の
分
担 

（ア）食事の支度・あとかたづけ  １ ２ ３ ４ 

 

（イ）掃除・洗濯 １ ２ ３ ４ 

（ウ）食料品・日用品等の買物 １ ２ ３ ４ 

（エ）対外的な対応(町内会などのご近所
づきあい、親戚づきあいなど） １ ２ ３ ４ 

（オ）子ども（乳児・幼児含む）の世話 
※現在、または過去に １ ２ ３ ４ ５ 

（カ）子どもの学校行事等への参加 
※現在、または過去に １ ２ ３ ４ ５ 

（キ）子どもの送りとどけ 

    ※現在、または過去に 
１ ２ ３ ４ ５ 

（ク）子どものお迎え 

     ※現在、または過去に 
１ ２ ３ ４ ５ 

（ケ）高齢者の世話（介護） 
※現在、または過去に １ ２ ３ ４ ５ 

理
想
と
考
え
る
仕
事
の
分
担 

（コ）食事の支度・あとかたづけ １ ２ ３ ４ 

 
（サ）掃除・洗濯 １ ２ ３ ４ 

（シ）食料品・日用品等の買物 １ ２ ３ ４ 

（ス）対外的な対応(町内会などのご近所
づきあい、親戚づきあいなど） １ ２ ３ ４ 

（セ）子ども（乳児・幼児含む）の世話 １ ２ ３ ４ ５ 

（ソ）子どもの学校行事等への参加 １ ２ ３ ４ ５ 

（タ）子どもの送りとどけ １ ２ ３ ４ ５ 

（チ）子どものお迎え １ ２ ３ ４ ５ 

（ツ）高齢者の世話（介護） １ ２ ３ ４ ５ 
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３ 学校や家庭における子どもの教育についておたずねします。 

※ すべての方に 

問６．あなたは、子どもの教育における男女平等の意識についてどう思いますか。（ア）～（ウ） 

それぞれについて、あなたの考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

（ア）男の子は男の子らしく、女の子は女
の子らしく育てる方がよい １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）性別にとらわれず、男の子も女の子
も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な
技術を身につけることが必要である 

１ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）理系は、男性の方が向いている １ ２ ３ ４ ５ 

 

４ 人権についておたずねします。 

※ すべての方に 

問７．次のうち、あなたが、人権が侵害されていると感じるのは、どのようなことですか。   
あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 売春・買春・援助交際    

２ レイプ（不同意性交等）などの性暴力    

３ 痴漢等のわいせつな行為                 

４ つきまといなどのストーカー行為          

５ 夫婦生活における一方的セックスの 

強要 

６ 配偶者又は恋人からの暴力 

７ 職場等におけるハラスメント 

８ 女性の体の一部などを、内容と無関係に

使用した広告 

９ ＬＧＢＴＱへの偏見と無理解 

10 その他（具体的に：         ） 
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５ ＤＶについておたずねします。 
 

※ すべての方に 

問８．あなたは、配偶者やパートナー、交際相手がいますか。あるいは、これまでに、いたこ
とがありますか。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

１ いる／いたことがある ２ いない 

 

 

※ 問８で「１ いる／いたことがある」と回答された方のみお答えください。 

問９．（１）あなたはこれまでに、あなたの配偶者などから（ア）～（エ）のような行為（ＤＶ）

をされた経験がありますか。 

（２）また、以下の表の「（１）経験」の（ア）～（エ）のいずれかで「１、２度あった」、「何

度もあった」と回答された方は、その行為について誰かに相談しましたか。以下の表の「（２）

相談」のそれぞれについて、該当する番号ひとつに○をつけてください。 

 

  

 （１）経験  （２）相談 

 

 
 

 

ま
っ
た
く
な
い 

 

１
、
２
度
あ
っ
た 

何
度
も
あ
っ
た 

 

相
談
し
た 

相
談 

で
き
な
か
っ
た 

相

談

し

よ

う

と  

思
わ
な
か
っ
た 

（ア）身体的暴行 

例）なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたり

するなど 

１ ２ ３  １ ２ ３ 

（イ）心理的攻撃 

例）人格を否定するような暴言、交友関係や行き先、電話・メー

ルなどを細かく監視したり、長期間無視するなどの精神的な

嫌がらせ、あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が

加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫など 

１ ２ ３  １ ２ ３ 

（ウ）性的強要 

例）いやがっているのに、性的な行為を強要される、見たくない

のにポルノ映像等を見せられる、避妊に協力しないなど 

１ ２ ３  １ ２ ３ 

（エ）経済的圧迫 

例）生活費を渡されない、貯金を勝手に使われる、外で働くこと

を妨害されるなど 

１ ２ ３  １ ２ ３ 

次ページの問 12へ 

１つでも「相談した」は次ページの問 10へ 

１つでも「相談できなかった/しようと思わなかった」は 

次ページの問 11へ 
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※ 問９の（２）で、１つでも「相談した」と回答された方のみお答えください。 

問１０．あなたが、相談した人（機関又は手段）を教えてください。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

１ 家族・親戚 

２ 友人・知人 

３ 配偶者暴力相談支援センター（＊） 

４ 市町村の相談窓口・電話相談など 

５ 警察 

６ 法務局・地方法務局・人権擁護委員 

７ 弁護士 

８ 医師・カウンセラー 

９ 民間の相談機関（民間シェルター・ 

カウンセリング機関等） 

10 インターネットの掲示板やＳＮＳなど 

11 その他（具体的に：          ） 

（＊）千葉県女性サポートセンター、千葉県男女共同参画センター、千葉県健康福祉センター、 

千葉市・市川市・船橋市・野田市・我孫子市の配偶者暴力相談支援センター 

※ 問９の（２）で、１つでも「相談できなかった」、又は「相談しようと思わなかった」と回答さ

れた方のみお答えください。 

問１１．あなたが、誰（どこ）にも相談できなかったのはなぜですか。あてはまる番号すべてに

○をつけてください。 

１ 誰に相談してよいのかわからなかった 

２ 相談窓口があるのを知らなかった 

３ ＳＮＳなどで相談したかったが、そのような窓口がなかった 

４ 恥ずかしくて誰にも言えなかった 

５ 相談しても無駄だと思った 

６ 相談するほどのことではないと思った 

７ 相談したことがわかると、仕返しをされたり、もっとひどい暴力を受けると思った 

８ 自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくことができると思った 

９ 別れたら、生活できないと思った 

10 自分に悪いところがあると思った 

11 その他（具体的に：                            ） 

 

 

６ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）についておたずね 

します。 

※ すべての方に 

問１２．「男は仕事、女は家庭」という考え方について賛成ですか、反対ですか。 

   あてはまる番号ひとつに○をつけてください。  

１ 賛成 ２ 反対 ３ どちらともいえない    
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※ すべての方に 

問１３．あなた自身と配偶者の働き方について、理想と現実はどうですか。（１）～（４）につ

いて、それぞれ下の選択肢からひとつ選び、番号を記入してください。その他の場合は

具体的な内容をご記入願います。 

※結婚されていない方は、結婚しているものと想定してお答えください。 

（１）あなた自身の働き方として、理想とする形はどれですか。  

（２）あなた自身の働き方で現実にあてはまるもの（あてはまると予想される 

もの）はどれですか。 

 

（３）あなたが配偶者に望む理想的な働き方はどれですか。 
 

（４）あなたの配偶者の働き方で現実にあてはまるもの（あてはまると予想され

るもの）はどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 働いている方（自営業主、家族従業者の方を含む）のみお答えください。 

問１４．あなたの職場では、社員（職員）が有給休暇や育児・介護休業を取りやすい環境に 

ありますか。それぞれ下の選択肢から該当する番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

取
り
や
す
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

取
り
や
す
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

取
り
に
く
い 

取
り
に
く
い 

わ
か
ら
な
い 

男
性
社
員 

・
男
性
職
員 

（ア）有給休暇 １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）育児休業 １ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）介護休業 １ ２ ３ ４ ５ 

女
性
社
員 

・
女
性
職
員 

（ア）有給休暇 １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）育児休業 １ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）介護休業 １ ２ ３ ４ ５ 

＜選択肢＞ 

１ 結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける（育児休業等の取得をする場合も含む） 

２ 結婚を機に仕事をやめる 

３ 子どもが生まれるのを機に仕事をやめる 

４ 介護を機に仕事をやめる 

５ 育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後フルタイムで働く 

６ 育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く 

７ 就職しない 

８ その他（具体的に：                            ） 
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※ 現在働いていない方（学生は除く）のみお答えください。   

問１５．あなたが働いていない理由は何ですか。その理由としてあてはまるものを３つまで 

選んで、その中から最もあてはまると思う順に該当する番号を記載してください。 

１位 ２位 ３位 

 

＜選択肢＞ 

１ 家事・育児・介護に専念したいから  

２ 家事との両立が困難だから 

３ 子育てとの両立が困難だから 

４ 介護との両立が困難だから  

５ 希望する勤務条件(時間、場所、給与等)の

仕事がなかったから  

６ 求職しているが仕事が見つからないから 

 

７ 経済的に働く必要がないから 

８ 年齢面の制約のため         

９ 健康面の理由から       

10 配偶者等家族が望まないから  

11  定年退職したから        

12  その他（具体的：         ） 

13  特に理由はない 

 

※ すべての方に 

問１６．あなたは、男性の育児休業の取得を推進したほうがよいと思いますか。あなたの考え

に最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

※ 問１６で「１ そう思う」、「２ どちらかといえばそう思う」と回答された方のみお答えく

ださい。 

問１７．その理由を教えてください。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ 女性の子育てに対する負担が軽くなるから 

２ 育児休業を取りやすい雰囲気ができるから 

３ 出産・子育てに伴う女性の離職防止につながるから 

４ 子育ては夫婦で行うものだから 

５ 子どもと接する時間が増えることで、父親としての自覚を持ちやすくなるから 

６ 子どもと接する時間が増えることで、父親が育児の楽しさを知ることができるから 

７ その他（具体的に：                             ） 

 

※ 問１６で「３ どちらかといえばそう思わない」、「４ そう思わない」と回答された方のみ

お答えください。 

問１８．その理由を教えてください。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ かえって女性の家事・育児の負担が増えるから 

２ 男性は働くべきだから 

３ 収入が減少するから 

４ 育児休業を取得することによって昇進・昇給に影響するから 

５ 同僚への負担が増えるから 

６ 代替社員（職員）の確保が困難だから 

７ その他（具体的に：                                 ） 

１ そう思う 

２ どちらかといえばそう思う 

 

３ どちらかといえばそう思わない 

４ そう思わない 

５ わからない 下の問 18へ 
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※ すべての方に   

問１９．一般的に、男女が共に仕事と家庭を両立していくためには、どのような環境整備が 

必要だと思いますか。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ 男女が共に、家事・育児・介護の家庭的責任を負うという意識改革 

２ ライフスタイルに対する女性の意識改革 

３ 育児・介護休業を取得できる期間を延ばすなど、制度を充実させること 

４ 管理職の意識、代替要員の確保など、制度を利用しやすい職場環境を整備すること 

５ 育児・介護休業中の賃金や手当などの経済的支援を充実すること   

６ 地域や職場内の保育所、学童保育の整備、保育時間の延長など保育内容を充実すること 

７ 家事・育児・介護の支援サービスの充実 

８ 在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度 

９ 残業を減らすなど、年間労働時間を短縮すること  

10 育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止 

11 パートタイマーなど非正規職員の労働条件を改善すること 

12 男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対する、職場・家族など周囲の理解が 

あること 

13 家事・育児・介護に対する社会通念の変化 

14 その他（具体的に：                             ） 

15 特に必要なことはない  

 

※ すべての方に  

問２０．今後、男性が、地域活動や家事・育児・介護に積極的に参加していくためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ 男性が家事・育児・介護に参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと  

２ 男性が家事・育児・介護に参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと  

３ 夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること  

４ 年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考え方を尊重すること  

５ 社会の中で、男性による家事・育児・介護、地域活動についても、その評価を高めること 

６ 労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるよう 

にすること  

７ 男性が地域活動や家事・育児・介護に関心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと  

８ 国や地方自治体などの研修等により、男性の家事や子育て、介護等の技能を高めること  

９ 男性が地域活動や家事・育児・介護を行うための、仲間（ネットワーク）作りを       

すすめること 

10 家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を設けること 

11 その他 （具体的に：                            ）  

12 特に必要なことはない 
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７ 政治・行政・職場・地域などあらゆる分野における女性活躍の

推進についておたずねします。 

◎ 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」が平成２７年に成立し、平成３０年
に「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」が公布・施行され、近年、女性
の活躍推進に関する取組が加速化されています。 

※ すべての方に 

問２１．あなたは、次の（ア）～（ソ）にあげるような役職・公職への女性の進出について、 
  どのように思いますか。（ア）～（ソ）それぞれについて、あなたの考えに最も近い番号 

ひとつに○をつけてください。※（ソ）については、該当がある場合のみご記入ください。 

 

  

 
 
 
 
 
 

賛
成
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

反
対
す
る 

反
対
す
る 

わ
か
ら
な
い 

（ア）国会議員 １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）県・市町村議会の議員 １ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）地方公共団体の首長 
（都道府県知事、市町村長） 

１ ２ ３ ４ ５ 

（エ）県・市町村の審議会等の委員 １ ２ ３ ４ ５ 

（オ）国家公務員・地方公務員の管理職 １ ２ ３ ４ ５ 

（カ）学校の管理職（校長・教頭等） １ ２ ３ ４ ５ 

（キ）裁判官、検察官、弁護士 １ ２ ３ ４ ５ 

（ク）大学教授 １ ２ ３ ４ ５ 

（ケ）医師 １ ２ ３ ４ ５ 

（コ）会社の経営者、起業家 １ ２ ３ ４ ５ 

（サ）企業の管理職 １ ２ ３ ４ ５ 

（シ）労働組合の幹部 １ ２ ３ ４ ５ 

（ス）農協等の役員 １ ２ ３ ４ ５ 

（セ）地域活動団体役員 
（町内会長、自治会長、ＰＴＡ会長、ＮＰＯ代表等） 

１ ２ ３ ４ ５ 

（ソ）その他（具体的に：           ） １ ２ ３ ４ ５ 
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※ すべての方に 

問２２．あなたは、政治や行政、職場、地域などあらゆる分野において、政策や企画、方針決
定の場に女性の割合が少ない理由は何だと思いますか。あてはまる番号に３つまで○を
つけてください。 

※ 現在働いている方のみお答えください 

問２３．あなたの今の職場では、仕事の内容や待遇面の運用や実態で、男性が優遇されている

と思うことはありますか。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ 賃金 

２ 昇進、昇格・幹部役員への登用 

３ 採用 

４ 能力評価 

５ 配属先・転勤 

６ 仕事の内容 

７ 企画会議などの意思決定の場への参画 

８ 休暇等の取りやすさ 

９ 時間外労働の負担 

10 教育・研修 

11 結婚・出産（育児休業）を機とした 

退職の勧奨がない 

12 一定の年齢以上の退職の勧奨がない 

13 その他（具体的に：       ） 

14 特にない 

 

 

※ 現在働いている方のみお答えください 

問２４．あなたの今の職場では、仕事の内容や待遇面の運用や実態で、女性が優遇されている

と思うことはありますか。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ 賃金 

２ 昇進、昇格・幹部役員への登用 

３ 採用 

４ 能力評価 

５ 配属先・転勤 

６ 仕事の内容 

７ 企画会議などの意思決定の場への参画 

８ 休暇等の取りやすさ 

９ 時間外労働の負担 

10 教育・研修 

11 結婚・出産（育児休業）を機とした 

退職の勧奨がない 

12 一定の年齢以上の退職の勧奨がない 

13 その他（具体的に：       ） 

14 特にない  

 

１ 性別役割分担や性差別の意識があるから 

２ 社会的慣習により、男性優位に組織が運営されているから 

３ 女性の能力開発に必要な経験や機会が十分でないから 

４ 女性の参画を積極的に進めていこうと意識している人が少ないから 

５ 選挙の立候補者の男女比率の同等を目指すクオータ（割当て）制度導入の遅れや、

議員の育児休業の取得に対する社会の理解が得られていないから 

６ 育児・介護休業制度の充実や長時間労働の是正など両立のための環境整備が不十分

だから 

７ 女性の就業や社会参加を支援する施設やサービスが十分でないから 

８ 家庭の支援・協力が得られないから 

９ 女性自身があらゆる分野に参画することに対して積極的でないから 

10 ワーク・ライフ・バランスに配慮した組織運営がなされていないから 

11 その他（具体的に：                           ） 
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※ すべての方に 

問２５．あなたは「ポジティブ・アクション(＊)」についてどう思いますか。下の選択肢から 

あなたの考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

(＊) 女性の不平等を是正するため、女性があまり進出していない分野で一時的に女性の  

優先枠を設けるなどの積極的な改善の取組のこと。 

１ 賛成 

２ どちらかといえば賛成 

 

３ どちらかといえば反対  

４ 反対 

５ わからない 

 

※ すべての方に 

問２６．あなたは、女性の活躍を推進したほうがよいと思いますか。あなたの考えに最も近い

番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

※ 問２６で「１ そう思う」、「２ どちらかといえばそう思う」と回答された方のみお答え

ください。 

問２７．その理由を教えてください。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ 男女差が解消されるから 

２ 女性の意見が反映されることにより、多様な視点が加わり、新たな価値や商品サービス

が創造されるから 

３ 人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を与えることができるから 

４ 労働時間の短縮など働き方の見直しが進むから 

５ 女性の参画が進めば、国際社会からの評価が得られるから 

６ 男女問わず活躍できるようになるから 

７ 男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になるから 

８ 男性の家事・育児・介護への参加が増え、女性の負担が減ることにより、女性の社会への

参画が進むから 

９ その他（具体的に：                             ） 

10 わからない 

11 特にない 

 

  

１ そう思う 

２ どちらかといえばそう思う 

 

３ どちらかといえばそう思わない 

４ そう思わない 

５ わからない 

次ページの 
問 28 へ 
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※ 問２６で「３ どちらかといえばそう思わない」、「４ そう思わない」と回答された方の

みお答えください。  

問２８．その理由を教えてください。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１ 男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなるから 

２ 昇進等は、性別にかかわらず、能力に応じて行うべきだから 

３ 母親は育児に専念すべきであるから 

４ 家事も立派な仕事であり、必ずしも外で働く必要はないから 

５ 今より仕事が優先され、家庭生活に支障を来すことが多くなるから 

６ 女性の活躍推進に伴い働き方改革が進むと、総労働時間が縮減され、業務に支障が生じる

から  

７ 保育・介護などの公的サービスの必要性が増大し、家計負担及び公的負担が増大するから 

８ 男性の家事・育児・介護などへの参加が増え、男性の負担が増すから 

９ 男性の声が反映されにくくなるから 

10 その他（具体的に：                              ） 

11 わからない 

12 特にない 

 

※ すべての方に 

問２９．あなたは、女性が起業することについてどう思いますか。それぞれについてあなたの
考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

 
 
 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

（ア）男性に比べて女性は起業をしにくい環境がある １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）資金、知識、人脈等が不足している場合が多く、

女性にはリスクが大きい 
１ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）時間を有効に使うことができ、子育て等、家庭

との両立が図りやすい 
１ ２ ３ ４ ５ 

（エ）趣味や資格を活かし、好きな仕事ができる １ ２ ３ ４ ５ 

（オ）生活者としての視点や、地域資源を活かすこと

ができる 
１ ２ ３ ４ ５ 

（カ）女性の潜在労働力を活かすことができ、雇用の

拡大や社会の活力に資する 
１ ２ ３ ４ ５ 
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８ 地域活動への参画についておたずねします。 

※ すべての方に 

問３０．（１）次の（ア）～（ス）にあげる地域活動の中で、あなたが現在参画している（事業の    

運営に関わるなど）活動はありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（２）また、「（１）現在参画している活動」で（ア）～（ス）のいずれかを選択された方は、

それぞれの活動にあたり、男女間で不平等を感じることはありますか。あてはまる  

番号ひとつに○をつけてください。 

※ すべての方に 

問３１．あなたの住んでいる地域などで、現在次のようなことがありますか。 
あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 会議や行事などで、女性は飲食の世話、後片付け、掃除など、裏方の仕事を任されることが多い 

２ 会議や行事などで、女性が意見を出しにくい、意見を無視されやすい 

３ 役員に、女性が立候補しにくい、選ばれにくい 

４ 地域の行事で、女性が参加できなかったり、男性と差があったりする 

５ その他（具体的に：                                 ） 

６ わからない 

７ 特に男女差はない 

 

 

(

１)
現
在
参
画 

し
て
い
る
活
動 

 

(

２)

男
女
間

で
不
平
等

を
感
じ
る 

 
 

感じる 感じない 
どちらとも

いえない 

（ア）町内会・自治会、青年団・婦人会・老人クラブで
の活動 

１ 
 

１ ２ ３ 

（イ） 保育園・学校等の保護者会・PTA活動、子ども 

育成会活動 
１ 

 
１ ２ ３ 

（ウ）ＮＰＯ、ボランティア団体等での活動 １  １ ２ ３ 

（エ）趣味・スポーツ、教養・学習・文化に関する活動 １  １ ２ ３ 

（オ）子育て・子どもの健全育成に関する活動 １  １ ２ ３ 

（カ）男女平等や女性問題について学習する会など 

男女共同参画に関する活動 
１ 

 
１ ２ ３ 

（キ）消費者問題に関する活動 １  １ ２ ３ 

（ク）医療・社会福祉分野での奉仕活動 １  １ ２ ３ 

（ケ）自然保護・公害防止など、環境問題に関する活動 １  １ ２ ３ 

（コ）国際交流・国際協力・国際平和に関する活動 １  １ ２ ３ 

（サ）観光・地域の活性化に関する活動 １  １ ２ ３ 

（シ）防犯・防災分野での活動 １  １ ２ ３ 

（ス）その他（具体的に：             ） １  １ ２ ３ 
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９ 防災対策についておたずねします。 

※ すべての方 

問３２．あなたの職場や自治会・町内会などの地域における防災活動について、男女共同参画の
視点に立った取組が十分にされていると思いますか。あてはまる番号ひとつに○をつけ
てください。 

  

問３３．今後、男女共同参画の視点に立った防災対策をより推進させるために、どのような  

ことが必要だと思いますか。あてはまる（優先度が高い）と思う番号３つまでに○をつ

けてください。 

１ 女性と男性が災害から受ける影響やニーズの違いなど、平時から男女共同参画の視点に 

立った防災対策の必要性の理解を深める必要がある 

２ 平時から女性の視点に配慮した防災訓練を実施する必要がある 

３ 災害対策コーディネーターや防災士など、地域の防災リーダーへの女性の参加を促進する

必要がある 

４ 女性の意見が反映されやすくなるよう、自治会役員や自主防災組織、消防団への女性参加

を促進する必要がある 

５ 災害時の避難所運営に、女性と男性の双方が参加する取組が必要である 

６ 災害対応の現場への女性参画を促進する必要がある 

７ 学校等における防災教育で、男女共同参画の視点に立った防災の必要性を学ぶ授業を取り

入れる 

８ その他（具体的に：                              ） 

 

 

１０ 本アンケートの各質問に対する回答の理由、また男女共同参画に関してのご意見

等がありましたらお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 十分にされていると思う 

２ 十分にされているとは思わない 

３ わからない 

 

 

 

 

 

※ ご意見については メール kyodo2@mz.pref.chiba.lg.jp でも受け付けます。 
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１１  あなた自身のことについておたずねします。 

Ｆ１ あなたの性別は。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

１ 女性              ２ 男性           ３ その他 ４ 回答しない  

Ｆ２  あなたの年齢は。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

１ 18～19歳   

２ 20～29歳   

３ 30～39歳   

４ 40～49歳 

５ 50～59歳 

６ 60～69歳 

７ 70歳以上 

Ｆ３-１ あなたの職業を下の選択肢の中からひとつ選び、番号を記入してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Ｆ３-２ Ｆ３-１で７～１１を選んだ方は、あてはまる勤務形態に○をつけてください。 

(*1）：１週間の所定労働時間が同一の事業所に雇用される通常の  

労働者の１週間の所定労働時間に比べて短い労働者 

 

Ｆ３-３ 同じく、Ｆ３-１で７～１１を選んだ方は、 

あてはまる雇用形態に○をつけてください。 

  (*2)：以下をすべて満たす者をいう。 

（１） 労働契約の期間の定めがない （２） 所定労働時間がフルタイムである （３） 直接雇用である 

 

Ｆ３-４ 同じく、Ｆ３-１で７～１１を選んだ方は、在宅勤務（テレワーク）の実施状況として
あてはまるものに○をつけてください。 

１ 毎日 

２ 週に数回  

３ 月に数回 

４ ほとんど実施しない 

５ 在宅勤務制度がない 

 

１ 農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業などの自営主）  

２ 商工サービス業（商店、飲食店、理髪店、修理業など） 

３ 自由業（弁護士、開業医、芸術家など）  
 

４ 農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業などの自営主）     

５ 商工サービス業（商店、飲食店、美容院、修理業など）   

６ 自由業（弁護士、開業医、芸術家など）  
 

（*）７ 管理職（民間会社・団体・官公庁の課長級以上、大学の教授以上、学校の教頭以上）              

８ 専門・技術職（技術研究員、勤務医師、看護師、教員、保育士、美容師など） 

９ 事務職（一般事務員、営業員など）               

10 労務職（一般工員、建築作業者、運転手など）        

11 販売・サービス業 

 

12 専業主婦・専業主夫                                

13 学生   

14 無職（年金、金利生活者など含む） 

15 その他（上記１～14まで該当しない方 具体的に：                     ） 

１ 常勤  
（通常の労働者）                     

２ 非常勤 

（短時間労働者(*1）)                       

１ 正規(*2)   ２ 非正規 

自営業主 

家族従業者 

その他 

勤務者 

＜選択肢＞ 

（*）職種に限らず、管理職の場合は

「７」を選択してください 
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Ｆ４  あなたは結婚していますか。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

１ 結婚している 

※事実婚の方を含む             

２ 離別・死別          

 

３ 未婚 

 

 

 

※ Ｆ４で「結婚している」と回答した方のみ、配偶者(パートナー)についてお答えください。 

Ｆ５-１ 配偶者（パートナー）の職業を下の選択肢の中からひとつ選び、番号を記入してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

Ｆ５-２ Ｆ５-１で７～１１を選んだ方は、あてはまる勤務形態に○をつけてください。 

(*1）：１週間の所定労働時間が同一の事業所に雇用される通常の  

労働者の１週間の所定労働時間に比べて短い労働者 

 

Ｆ５-３ 同じく、Ｆ５-１で７～１１を選んだ方は、 

あてはまる雇用形態に○をつけてください。 

  (*2)：以下をすべて満たす者をいう。 

（１） 労働契約の期間の定めがない （２） 所定労働時間がフルタイムである （３） 直接雇用である 

 

Ｆ５-４ 同じく、Ｆ５-１で７～１１を選んだ方は、在宅勤務（テレワーク）の実施状況として
あてはまるものに○をつけてください。 

１ 毎日 

２ 週に数回  

３ 月に数回 

４ ほとんど実施しない 

５ 在宅勤務制度がない 

 

 

  

１ 農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業などの自営主）  

２ 商工サービス業（商店、飲食店、理髪店、修理業など） 

３ 自由業（弁護士、開業医、芸術家など）  
 

４ 農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業などの自営主）     

５ 商工サービス業（商店、飲食店、美容院、修理業など）   

６ 自由業（弁護士、開業医、芸術家など）  
 

（*）７ 管理職（民間会社・団体・官公庁の課長級以上、大学の教授以上、学校の教頭以上）              

８ 専門・技術職（技術研究員、勤務医師、看護師、教員、保育士、美容師など） 

９ 事務職（一般事務員、営業員など）               

10 労務職（一般工員、建築作業者、運転手など）        

11 販売・サービス業 

 

12 専業主婦・専業主夫                                

13 学生   

14 無職（年金、金利生活者など含む） 

15 その他（上記１～14まで該当しない方 具体的に：                   ） 

１ 常勤  
（通常の労働者）                     

２ 非常勤 

（短時間労働者(*1）)                       

１ 正規(*2)   ２ 非正規 

次ページＦ６へ 

自営業主 

家族従業者 

その他 

勤務者 

（*）職種に限らず、管理職の場合は

「７」を選択してください 

 

 

＜選択肢＞ 
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Ｆ６  あなたの世帯は、次のどれにあたりますか。ご自分の立場（自分が親、自分が子ども） 
にかかわらず、該当する番号ひとつに○をつけてください。 

１ ひとり暮らし    

２ 夫婦のみ（一世代世帯） 

３ 親と未婚の子ども 

４ 親と子ども夫婦（二世代世帯） 

５ 親と子どもと孫（三世代世帯） 

６ その他（            ） 

Ｆ７  あなたは、お子さんはいますか。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

１ いる                           ２ いない                        

 
 
Ｆ８  Ｆ７で１を選んだ方は一番下のお子さんの年齢に○をつけてください。 

１ ３歳未満  

２ ３歳～小学校入学前 

３ 小学生 

４ 中学生 

５ 中学校卒業後～１７歳 

６ １８歳以上 

 

 

Ｆ９ あなたは、次のどの市町村にお住まいですか。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

１ 千葉市 

２ 銚子市 

３ 市川市 

４ 船橋市 

５ 館山市 

６ 木更津市 

７ 松戸市 

８ 野田市 

９ 茂原市 

10 成田市 

11 佐倉市 

12 東金市 

13 旭市 

14 習志野市 

15 柏市 

16 勝浦市 

17 市原市 

18 流山市 

19 八千代市 

20 我孫子市 

21 鴨川市 

22 鎌ケ谷市 

23 君津市 

24 富津市 

25 浦安市 

26 四街道市 

27 袖ケ浦市 

28 八街市 

29 印西市 

30 白井市 

31 富里市 

32 南房総市 

33 匝瑳市 

34 香取市 

35 山武市 

36 いすみ市 

37 大網白里市 

38 酒々井町 

39 栄町 

40 神崎町 

41 多古町 

42 東庄町 

43 九十九里町 

44 芝山町 

45 横芝光町 

46 一宮町 

47 睦沢町 

48 長生村 

49 白子町 

50 長柄町 

51 長南町 

52 大多喜町 

53 御宿町 

54 鋸南町 

 

 

 

最後までご協力いただき、ありがとうございました。  
ご記入いただいた調査用紙は、同封の返信用封筒に入れて、  
１１月５日（火）までに、郵便ポストにご投函ください。  
なお、返信用封筒へのお名前やご住所の記入、切手は不要 
です。 
 
 

 

 

Ｆ９へ 

千葉県マスコットキャラクター チーバくん 


